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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月２４日 

件   名 あだち子ども未来起業塾の実施結果について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

１ 参加者数 

（１）児童（各日定員３０名） 

日程 
応募 

者数 

参加 

者数 
参加者内訳 

７月２８日 

（火） 
２６名 ２２名 

６年生 ７名（男子３名、女子４名） 

５年生 ６名（男子４名、女子２名） 

４年生 ９名（男子４名、女子５名） 

７月２９日 

（水） 
３０名 ２７名 

６年生１３名（男子８名、女子５名） 

５年生 ９名（男子４名、女子５名） 

４年生 ５名（男子１名、女子４名） 

７月３０日 

（木） 
２６名 ２２名 

６年生 ７名（男子３名、女子４名） 

５年生 ８名（男子２名、女子６名） 

４年生 ７名（男子５名、女子２名） 

（２）協力 

ア 融資担当（金融機関） 

足立成和信用金庫     ３名 

株式会社日本政策金融公庫 ３名 

イ 各グループメンター（大学生） 

文教大学経営学部  延べ１５名 

 

２ アンケート結果 

参加児童と保護者へオンラインによるアンケートを実施し、７１名中３１

名より回答があった。 

（１）イベントに参加した感想について（参加児童） 
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（２）仮にお子様が起業したいとお話しされた場合、どう感じますか 

（保護者） 

  
     

（３）参加児童からの意見 

ア もともと起業家にはなりたいと思ってたが、このイベントを通して、

もっとなりたいと思った！ 

イ 起業の仕方が良くわかった。大きな声を出してバイヤーを呼んだりど

うしたら売れるか考えたりした｡代表取締役として社員をまとめるのが

難しかった。 

ウ 良い商品をどう売るかという視点で仕事を体験できて楽しかった。 

いつもとは違う友達と協力できたのも楽しかった。 

（４）保護者からの意見 

ア 会社にどんな役職があるのか、融資の受け方、プレゼンの仕方、 

決算等、思っていたよりも本格的で参加して良かったと思いました。 

イ あまり何事にも興味が薄い我が子が、初対面のお子さんたちと協力し

ている様子に感動しました。コミュニケーション、考える力、先を見通

す力など多く得られるものがあるイベントだと思います。 

 ウ 会社設立や、銀行との関わり、お金のこと、仲間と共同で成し遂げる

ことなど、貴重な体験でした。体験させることができて、親としてよ 

かったと思いました。 

 

３ 実施概要 

（１）目的 

子どもの可能性を広げ、未来の起業家育成につなげるため、小学４～６年

生を対象に、グループごとに会社作りから事業計画策定、資金調達、販売、

決算まで、起業の一連の流れの体験学習を実施した。 
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（２）概要 

 令和７年度 令和８年度 

日時 

７月３１日（木） 

～８月２日（土）３日間 

午前１０時から午後５時まで 

７月２８日（火） 

～７月３０日（木）３日間 

午前１０時から午後５時まで 

会場 足立区勤労福祉会館 

対象 区内在住、在学の小学４～６年生 

定員 各日２８名（計８４名） 各日３０名（計９０名） 

契約金額 

（※１） 

２，２７３，４５８円 

（消費税込） 

３，０５５，１０１円 

（消費税込）（※２） 
一人 
あたり 
単価 

２７，０６５円 ３３，９４６円 

※１ 令和７年度から３年間、東京都の補助金が交付される予定である 

（「子供の未来を育む『体験活動』推進区市町村支援事業（『体験活 

動』推進枠）」）。補助率は 10/10 である。 

※２ 契約金額が増加した主な要因は、各班の補助講師を１名から２名に 

増員したため（今年度から製作時に導入するハサミによる事故防止と 

各班における児童への指導・サポート体制の強化を図るため） 

（３）実施内容 

午前 
起業・事業計画講座／会社設立  ５５分 

売上費用、利益の計算／ワーク（商品開発）  ５０分 

午後 

資金調達／サンプル・チラシ作成／発表準備  ９０分 

プレゼンテーション  ２０分 

営業・販売  ２５分 

決算、融資返済／収支報告／修了式  ７５分 

 

４ パネル展示 

今回の児童のアイデアや写真をパネルにして展示を実施した。 

場所：区役所本庁舎１階区民ロビー 

期間：令和８年８月２４日（月）～８月２８日（金） 

  
 

５ 今後の方針等 

令和９年度が、東京都の補助事業の最終年度となるため、児童の反応や実

施効果を踏まえつつ、補助終了後における予算・事業規模のあり方について

検討を進めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月２４日 

件   名 「足立ものづくり展」(区産業３団体合同イベント)の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

区の産業３団体（足立区工業会連合会・足立区伝統工芸振興会・あだち異業

種連絡協議会）による合同イベントとして、以下の通り開催する。 

１ 目的 

良質な製品をイベント価格で提供し、実際に使っていただくことやワーク

ショップなどを通じて、足立の産業製品に対する優秀性への認識と関心を高

め、足立のものづくりの普及促進・販路拡大を図る。 

 

２ イベント名称 

「足立ものづくり展」 

～第４０回足立伝統工芸品展・第２３回あだち地場工業製品フェア・ 

あだち異業種連絡協議会ＰＲ販売会～ 

※ ３団体による実行委員会でイベント名称を決定 

３ 開催日時 

１２月１７日(木)～１９日(土) 午前１０時～（終了時間調整中） 

※ ３団体の「新たな層を取り込みたい」という思いから、今年度は土曜日

も含め開催する。 

４ 会場 

区役所中央館１階アトリウム２階庁舎ホール 

５ 内容 

（１）区内伝統工芸品、産業・工業製品等の展示と有償頒布、出展団体・企業

の事業紹介 

（２）出展品目など（予定） 

産業団体名 出展予定 

足立区伝統工芸振興会 
印傳、江戸木彫刻、江戸和笛、東京打刃物、

東京手植ブラシ、東京銀器、江戸刺繍 等 

足立区工業会連合会 
折り紙、塗り絵、ガーゼ・ベビー服、カレ

ンダー、メモ帳 等 

あだち異業種連絡協議会

(※) 

４交流会によるアクセサリーやキーホル

ダー、アロマ製品等の展示販売、菓子・軽

食等の販売 

※ ４つの異業種交流会（足立イコー会・未来クラブ・風大地・オンリー 

ワン）で構成される団体 
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６ 主催 

足立区伝統工芸振興会、足立区工業会連合会、あだち異業種連絡協議会、

足立区 

７ 今後の方針等 

（１）１２月１９日（土）について、開庁日でないため、ものづくりワークシ

ョップや抽選会など、ファミリー層をターゲットにした企画で集客につな

げる。 

（２）あだち広報・区ホームページ・ＳＮＳへの掲載に加え、チラシ配布、新

聞折込、ポスター掲示など、様々な媒体を活用し、積極的に周知していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 
令和８年９月２４日 

件   名 「異業種フォーラム２０２６ in あだち」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 目的 

中小企業間の交流を深め、地域産業の活性化を図るとともに、新製品開発

や新技術、新規事業創出のきっかけをつくる。 

 

２ 企業数・参加者数 

項 目 令和７年度 令和８年度 増減 

企業数 ６０社 ５５社 －５社 

区 内 ４６社 ４１社 －５社 

区 外 １４社 １４社 増減なし 

参加者数 ６９名 ６０名 －９名 

 

３ 参加企業の意見・感想 

（１）このような会は初めての参加でしたが、スタッフの皆さまが温かく、疎 

外感を感じず、戸惑うことなく過ごせました。 

（２）自社ＰＲで今まで知らない業態などを知ることができました。 

（３）イベントの内容にマンネリ化を感じました。参加人数が少なく、既に顔 

見知りの人たちも多くいたようでした。 

 

４ 事業概要（参考） 

日 時 令和８年９月５日（土） 午後１時～午後５時 

会 場 シアター１０１０ギャラリー（北千住駅西口マルイ１１階） 

参加費 １，１００円 

内 容 

① 講義 

  大脳から学ぶ”お笑い芸人式”目標達成術 

  講師 お笑い芸人 木曽さんちゅう氏 

② グループワーク 

  講義内容を活かした、目標達成シートの作成・発表 

③ 自社ＰＲ 

  希望者が自社製品・サービスのＰＲを参加者全体に行う 

④ 自由交流 

参加者配布名簿を活用し、自由に交流する 
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５ 今後の方針等 

（１）定員１５０名に対し、参加企業数５５社、参加６０名と令和７年度を下

回る厳しい結果であった。 

（２）今回の結果を踏まえ、異業種連絡協議会の定例会でイベントの構成や集 

客方法等、課題を整理し来年度の開催に繋げていく。 

 

8



産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 
令和８年９月２４日 

件   名 区民農園の利用者募集について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 概要 

  令和９年２月５日をもって利用期間が終了となる区民農園及び、令和９年

３月新規開園予定の農園の利用者を募集する。 

 

２ 募集予定農園 

（１）募集農園数  １０農園（全１７農園中） 

（２）募集区画数  ５９７区画（１区画約１５㎡） 

農園名 所在地 募集予定区画数 

伊興三丁目ファーム 伊興３－１３ ５３ 

入谷第二ファーム 入谷２－２０ ２９ 

大谷田西ファーム 大谷田５－６ ４２ 

弘道ファーム 弘道２－６ ５６ 

古千谷本町ファーム 古千谷本町１－１１ ５８ 

舎人ファーム 舎人５－６ ５２ 

花畑西ファーム 花畑４－４ ７３ 

本木ファーム 本木２－３１ ９０ 

扇第二ファーム【新規】 扇３－１２ １０９ 

谷中ファーム【新規】 谷中３－１５ ３５ 

 

３ 対象 

区内在住者で、利用期間を通じて耕作できる方（世帯利用） 

 

４ 利用期間 

  令和９年３月～令和１１年２月５日（予定） 

 

５ 利用料金 

世帯利用 ６,０００円（年額） 

 

６ 募集期間 

  令和８年１０月２５日から１１月６日まで 

 

７ 募集方法 

（１）オンライン申請システム 

（２）専用はがき 
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８ 今後の方針等 

（１）あだち広報１０月２５日号に掲載と合わせて、ホームページで周知 

（２）１０月下旬に募集案内及び専用ハガキを所管課窓口・区民事務所にて配 

  布 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 
令和８年９月２４日 

件   名 区民農園西加平ファームにおける自己処理型トイレの設置について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、道路公園整備室 パークイノベーション推進課 

内   容 

１ 概要 

令和８年３月から開園している、子育て世帯が利用しやすいコンセプトの区

民農園西加平ファームに、利用者の利便性向上を図るため、バリアフリートイ

レ１基を整備する。 

なお当地域は、災害用トイレの空白地域であることから、整備するのは災害

時に地域住民も利用できる「自己処理型トイレ（※）」とする。 

また設置するトイレは一般の方も利用可能とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 設置スケジュール 
令和 8 年 令和 9 年 

9 12 3 
         
         
         
         
         

３ 必要経費 

41,000千円（税込） 

※ 都の「避難者生活支援等に関する区市町村支援補助金」（補助率：2/3）を 

活用する。 

 

４ その他 

令和９年度に、都の「未来に残す東京の農地プロジェクト補助金」（補助率：

3/4）を活用し、あずまや（休憩スペース）を設置する。 

 

※ 停電時や断水時に太陽光を利用し、上下水道から切り離して稼働

する水洗トイレ（平時は上下水道に接続）。複合ミネラルイオン溶液

を活用し、便槽内のし尿を水と汚泥に分離する。臭気を発しない状

態にし、かつ、汚水中に含まれる大腸菌も滅菌することで、災害時

の汲み取り回数を減らすことができる。令和８年４月、「入谷鶴巻ゆ

うぐ公園」に試験的に導入しており一定の利用がある。 

トイレ設計＆工事 

◎ 
補助金内示 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月２４日 

件   名 ベルモント市への学生使節団派遣の実施結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

 ベルモント市への学生使節団派遣に係る実施結果を報告する。 

 

１ 概要 

（１）実施期間 

   令和８年７月２９日（水）～８月６日（木） ８泊９日 

  ※ ホテル泊２泊、学生のホームステイ５泊、機中１泊 

（２）使節団の人数 

   ２１名 

   うち、学生１６名（※）、友好都市交流委員会副委員長（使節団団長）、

協会職員４名、添乗員１名（ＨＩＳ） 

  ※ 学生の学年と人数 

 学年 
人数 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

中学生 

１年生 １名 １名 １名 

２年生 ５名 ４名 ３名 

３年生 ４名 ０名 ４名 

高校生 

１年生 ２名 ６名 ３名 

２年生 ２名 ３名 ４名 

３年生 ２名 ２名 １名 

小 計 
中学生 １０名  ５名 ８名 

高校生  ６名 １１名 ８名 

合 計 １６名 １６名 １６名 

(うち、あだち未来枠) (  ５名) (  ３名) (４名) 

 

２ 滞在中のスケジュール 

日付 主な訪問先 備 考 

7/29

（水） 

足立区役所 出発場所（ 7：20） 

成田国際空港 日本出国（10：55） 

↓（シンガポール経由） シンガポール航空 

パース国際空港 オーストラリア入国（23：55） 

※ 深夜に到着するため、使節団

全員、ベルモント市内のホテル

に宿泊した。 

12



 
 

7/30

（木） 

キングス・パーク 植物園も併設された公園（東京 

ドーム約８７個分の面積）。アボリ

ジナル・ピープル（先住民）の方

による歴史や暮らし、植物に関す

るガイドツアーがあった。 

ベルモントシビックセン

ター 

市役所に併設する図書館や博物館

の複合施設を見学し、地域の歴史

などを学習した。 

ウェルカムパーティー 

（アスコット競馬場） 

【今年度新規訪問】 

① 学生による自己紹介や特技の

披露、アボリジナル・ピープル

（先住民）の方々による歓迎の

演奏があった。 

② ホストファミリーと学生との

懇談（初対面） 

7/31 

(金) 

カバシャム・ワイルド・

ライフパーク 

コアラやカンガルー等、オースト

ラリアの固有種などがいる動物園

を見学した。 

スワンバレー スワン川上流に広がる丘陵地帯。

チョコレートショップやハチミツ

専門店で買い物を楽しみながら地

域の産業を学んだ。 

8/1

（土） 
ホストファミリーとの自由行動 

8/2 

(日) 
ホストファミリーとの自由行動 

8/3

（月） 

ベルモントシティカレッ

ジ（日本の中学・高校の

一貫校に相当） 

ベルモント高校の生徒と交流を行

った。 

① 体育（オーストラリアンフッ

トボール） 

② アボリジナル・ピープル（先

住民）文化の体験（絵画制作や

顔へのペイント等） 

③ ベルモントの学生と同様に実

際の授業へ参加した。 

④ 日本語クラスの生徒と、両都

市をイメージしたマスコットキ

ャラクターづくりや両国の言語

を教え合うプログラムを行っ

た。 

⑤ 学生手作りの総菜やスープ等

をいただいた。 
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フリーマントル刑務所ツ

アー 

【今年度新規訪問】 

世界遺産であるフリーマントル刑

務所内をめぐるガイド付きツアー

に参加し、当時の刑務所生活につ

いて学んだ。 

ＹＨＡフリーマントルプ

リズンホテル 

（チェックイン） 

【今年度新規訪問】 

フリーマントル刑務所で実際に使

われていた囚人区画を改装した宿

泊施設に一泊した。 

誕生日を迎えた学生へのサプライ

ズケーキがあった。 

ベイザーズビーチ 

（夕食） 

海辺の散策を楽しみながら、夕食

にフィッシュ＆チップス等を食べ

て過ごした。 

8/4

（火） 

ＹＨＡフリーマントルプ

リズンホテル 

（チェックアウト） 

【今年度新規訪問】 

起床、軽食の後、チェックアウト

し、ロットネスト島へ向かうフェ

リー乗り場へ向かった。 

ロットネスト島滞在 

【今年度新規訪問】 

島をめぐるバスツアーに参加し、

終日かけて滞在した。クオッカな

どの固有動物、海岸を訪れるオッ

トセイやイルカを見て、島の生態

や動物について学んだ。 

8/5 

（水） 

足立パーク 

※ 姉妹都市提携２０周

年を記念して建設され

たスワン川沿いの公

園。 

オーストラリアで人気のあるクリ

ケットを体験し、スワン川沿いの

緑地帯の保全状況や公園管理につ

いて学んだ。 

フェアウェルパーティー 

（アスコット競馬場） 

【今年度新規訪問】 

① ロッシ市長から学生たちへ感

謝の言葉があり、姉妹都市交流

の継続について語られた。 

② 使節団の学生からベルモント

市へ感謝と御礼のスピーチを行

った。 

パース国際空港 オーストラリア出国（17：10） 

8/6

（木） 

↓（シンガポール経由） シンガポール航空 

成田国際空港 日本入国（8：00） 

足立区役所 到着（11：00） 
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３ 参加学生の意見・感想（抜粋） 

（１）ホストファミリーと一緒に教会を訪れた。歌を歌い、それに伴う演出を

見ることは、これまでに経験がなく印象的だった。現地の人たちの生活や

文化を知ることができた。 

（２）スポーツ観戦の時や生活の中で分からない事があった時には、“Ｗｈｙ？”

と問いかけ、疑問に思ったことは何でも聞けるようにした。ホストファミ

リーがゆっくり優しく教えてくれたお陰で沢山のことを知ることができ

た。 

（３）カンガルーミートパイやベジマイト（オーストラリアの発酵食品）など、

日本とは違う料理を食べ、日本とは異なる食文化が体験できたことがよか

った。 

（４）オーストラリアの人々がアボリジナル・ピープル（先住民）の暮らしや

文化を尊重し共生していることを学んだ。キングスパークでは植物が先住

民の暮らしと密接に関わっていることを勉強でき、ベルモント高校では先

住民にルーツを持つ学生と会い、伝統的な文様や楽器について学べた。 

（５）フリーマントル刑務所での宿泊では、実際の刑務所の環境を体験すると

ともに、世界遺産である歴史的な背景も知ることができ勉強になった。 

（６）派遣期間中の記録を残すために日記を付けていた。読み返すとオースト

ラリアで過ごした日々をしっかり思い出せる為、今後の学生使節団へもお

勧めしたい。 

 

４ 今後の方針等 

（１）今回のツアーについて、参加学生から提出されたレポートやアンケート

を参考にしながら、振り返りを行い、協会内、友好都市交流委員会で次年

度に向けた改善点を洗い出していく。 

（２）令和９年１月にベルモント市使節団の受入を予定している為、ベルモン

ト市と協議、調整を進めていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月２４日 

件   名 「あだち街フォトコンテスト２０２６」の実施について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

１ 目的 

  足立区観光交流協会が主催し、区内にある名所・旧跡、自然、下町情緒あ

ふれる街並みや風景などの写真を募集することで、区の魅力を再発見し、区

内外に情報発信することを目的として実施する。 

 

２ 概要 

（１）応募期間 

   令和８年１０月３０日（金）～令和９年１月２９日（金） 

（２）応募作品について 

   令和８年１月１日以降に区内で撮影した観光スポット、公園、寺社仏閣

や風景等 

（３）応募方法 

  ア 特設サイト（観光交流協会ホームページ内）から応募 

  イ 協会窓口に画像データを記録したＣＤ等と応募票を提出 

 

３ 審査について 

  入賞作品は審査員及び足立区長、足立区議会議長等の選考で決定する。 

（１）審査員（４名） 

  ア 全日本写真連盟の関東本部委員 

  イ 公益社団法人日本写真協会の会員 

  ウ 一般社団法人日本写真作家協会の会員 

  エ 一般社団法人二科会写真部の会員 

（２）審査方法 

各審査 審査内容等 

一次審査 全応募作品の中から、審査員それぞれ上位７点を

選定する。 

二次審査 一次審査で選定された作品の中から、審査員によ

り入賞作品を決定する。 
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４ 各賞及び参加賞について 

（１）各賞と賞品 

各賞 賞品 

グランプリ ギフト券５０，０００円分（１名） 

準グランプリ ギフト券２０，０００円分（１名） 

審査員特別賞 ギフト券１０，０００円分（４名） 

足立区長賞 ギフト券３０，０００円分（１名） 

足立区議会議長賞 ギフト券３０，０００円分（１名） 

協会会長賞 ギフト券１０，０００円分（１名） 

協会事務局長賞 ギフト券 ５，０００円分（１名） 

協会特別賞 ギフト券 ３，０００円分（５名） 

（２）参加賞 

   応募者の中から抽選で６名の方に区内菓子製造業者の詰め合わせお菓子

セットを進呈する。 

 

５ 応募作品の活用事例 

（１）「あだち はじめてガイド」の表紙及び中面への掲載 

（２）足立区職員採用案内＆区政要覧の中面への掲載 

（３）東京観光情報センター東京都庁でのパネル展示 

（４）ＴＯＫＹＯ周穫祭出展時のパネル展示 

 

６ フォトコンテストＰＲ展示の実施 

（１）展示内容 

  ア 入賞作品等の応募写真の展示 

イ 応募写真を使用した区内スポットの紹介 

ウ 令和８年度のフォトコンテスト作品募集の周知 

（２）実施期間 

   令和８年１０月１日（木）～３１日（土） 

   「ＪＲ駅からハイキング」（１０月７日（水）～１３日（火））と実施月

を合わせることで、相乗効果のある展示を実施していく。 

（３）実施場所 

   ＪＲ北千住駅南改札口 

 

７ 応募作品の周知及び利用促進について 

（１）あだち街フォトコンテスト特設ホームページにおいて利用を促す情報を

掲示し周知を図る。 

（２）庁内各所管へ向けては掲示板を活用し周知を図ることで、応募作品の活

用機会を広げていく。 
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８ オリジナル学習帳の制作について 

  応募作品の中から２種類の写真を選定し、ショウワノート株式会社とコラ 

ボしたオリジナル学習帳を１２，０００冊制作する。制作物は、協会主催イ

ベント等で配布していく。 

 

９ 今後の方針等 

  区内の魅力ある写真スポットを探索、撮影することを通して、区内周遊や

区外からの来街者獲得を図る為、応募作品を使ったＰＲ展示により「あだち

街フォトコンテスト」の周知を行っていく。また、投稿写真の中から厳選し、

区や協会のイベントポスター、観光冊子等に活用していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和８年９月２４日 

件   名 「ＴＯＫＹＯ周穫祭２０２６」への出展について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

１ 目的 

  公益財団法人東京観光財団が東京一丸となって特産品の販売や観光ＰＲを

実施し、都民及び都外観光客の誘客拡大を目的として実施する「ＴＯＫＹＯ

周穫祭２０２６」への出展参加について報告する。 

 

２ 概要 

（１）日時 

   令和８年１１月２１日（土） 午前１０時～午後６時 

       １１月２２日（日） 午前１０時～午後５時 

（２）場所 

   東京国際フォーラム 地上広場（千代田区丸の内３－５－１） 

（３）イベント内容 

  ア 各自治体の観光情報ＰＲや特産品販売 

  イ 観光疑似体験（ＶＲ体験）やワークショップ等 

  ウ イベント会場周遊スタンプラリー 

（４）出展料 

   無料 

（５）主催者 

   公益財団法人東京観光財団 

 

３ 出展内容（案） 

（１）「大千住マップ」「月刊江戸楽」「週末おでかけあだち」等、観光冊子の配

布 

（２）あだち街フォトコンテスト応募作品を使った写真パネルの展示 

（３）区内菓子製造業者の菓子等の販売 

（４）アンケート実施とＰＲグッズの配布 

 

４ 今後の方針等 

  観光冊子の配布や写真パネルの展示により、区の魅力を発信し来街者の獲

得を図る。また、区内菓子製造業者と連携したお菓子等の販売や、出版社が

発行する当区に関する観光情報誌の販売により魅力的な商品や店舗をＰＲし

ていく。 
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